
直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
嵌
あ

関

弥
　
三
　
郎

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

直
交
多
項
式
の
長
所

直
交
多
項
式
の
当
嵌
め

ｔ
に
よ
る
当
一
飲
め

累
加
法
に
よ
る
当
嵌
め

傾
向
値
の
計
算

む
す
び

　
　
　
　
　
　
　
一
、
直
交
多
項
式
の
長
所

界
戸
雲
争
胃
博
士
に
よ
っ
て
回
帰
菌
線
の
当
嵌
め
に
用
い
ら
れ
た
直
交
多
項
式
（
◎
Ｈ
手
◎
容
畠
－
君
－
着
◎
冒
－
四
デ
）
は
、
叉
時
系

列
の
傾
向
線
の
当
嵌
め
に
も
有
用
た
方
法
で
あ
る
。
直
交
多
項
式
の
長
所
は
次
の
二
つ
の
点
で
あ
る
。

　
Ｈ
　
時
系
列
の
傾
向
を
多
項
式
に
よ
っ
て
記
述
す
る
場
含
、
普
通
の
多
項
式

　
　
　
Ｋ
ｌ
ｌ
§
十
Ｓ
“
十
§
沫
十
…
…

　
　
直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
散
め
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
四
一
（
一
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
。
　
四
二
（
一
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
に
よ
る
時
は
、
方
程
式
の
次
数
が
異
る
と
、
係
数
吻
（
“
１
１
◎
一
Ｈ
・
〇
一
－
…
・
）
の
或
る
も
の
は
値
が
変
る
。
従
っ
て
、
資
料
系
列
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
種
種
の
次
数
の
多
項
式
を
当
嵌
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
用
さ
を
吟
味
し
て
適
当
友
も
の
を
選
択
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
次
数
が
異
る
毎

　
に
そ
の
係
数
の
値
を
計
算
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
直
交
多
項
式
に
よ
る
時
は
、
こ
の
よ
う
荏
係
数
の
値
の
再
計

　
算
を
必
要
と
せ
す
に
、
次
数
の
異
る
傾
向
式
を
順
次
得
る
こ
と
が
で
き
る
“

　
ｅ
　
普
通
の
多
項
式
を
資
料
系
列
に
当
巌
め
る
場
合
、
二
次
以
上
の
多
項
式
の
時
は
、
正
規
方
程
式
の
連
立
解
に
よ
る
係
数
の
値

　
の
計
算
は
相
当
面
倒
で
あ
る
。
し
か
し
、
直
交
多
項
式
に
よ
る
時
は
、
次
数
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
す
、
係
数
の
値
の
計
算
は
き

　
わ
め
て
簡
単
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
三
次
叉
は
そ
れ
以
上
の
多
項
式
を
当
嵌
め
る
時
は
、
直
交
多
項
式
に
よ
る
の
が
便
利
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
二
次
式
、
一
次
式
の
場
合
で
も
、
直
交
多
項
式
に
よ
る
の
と
普
通
の
多
項
式
に
よ
る
の
と
、
計
算
の
労
は
同
じ
で
あ
る
か
叉
は

前
者
の
方
が
多
少
軽
減
さ
れ
る
の
で
、
一
般
に
、
多
項
式
に
よ
る
時
系
列
の
傾
向
の
記
述
は
直
交
多
項
式
に
よ
る
方
が
よ
い
と
考
え

ら
れ
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
嵌
め
の
方
法
を
簡
単
に
解
説
し
、
そ
の
際
有
用
な
数
値
表
を
掲
載
し
て
利
用

に
供
す
る
ご
と
に
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
場
合
用
い
ら
れ
る
数
学
式
の
証
明
は
、
直
交
多
項
式
の
性
質
の
理
解
に
必
要
な
隈
度
に
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
、
他
は
省
略
す
る
ご
と
に
す
る
。

　
◎
例
え
ば
、
二
次
式
と
一
次
式
は
、
勿
の
値
は
同
じ
で
あ
る
が
吻
の
値
を
異
に
し
、
三
次
式
と
二
次
式
は
、
吻
及
び
吻
の
値
は
同
じ
で
あ
る

　
　
が
吻
の
値
を
異
に
す
る
。
叉
四
次
式
と
三
次
式
は
、
　
姓
的
の
値
は
同
じ
で
あ
る
が
的
仏
．
の
値
を
異
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
各
次
数

　
　
の
式
を
当
嵌
め
る
場
合
の
正
規
方
程
式
を
的
（
“
Ｈ
ｏ
，
Ｌ
一
：
：
：
）
に
つ
い
て
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

◎
　
当
散
め
ら
れ
た
多
項
式
の
選
択
に
、
確
率
論
的
た
有
意
性
検
定
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
し
か
し
、
時
系
列
の
場
合
は
そ
れ
に
よ
る

’
＾

い

・
一

＾



　
　
　
こ
と
は
で
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
現
象
の
性
質
に
基
く
考
慮
か
ら
傾
向
式
の
選
択
が
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
例
は
、
ｏ
ｏ
昌
－
亭
』
．
ｏ
・
昌
｛

　
　
－
〕
目
目
ｏ
臼
ｐ
＞
．
－
一
向
－
ｏ
昌
ｏ
巨
胃
Ｋ
０
０
冨
ユ
ｇ
ｏ
ユ
易
凶
目
ｏ
声
ｏ
亘
ざ
斗
ざ
目
ｏ
〇
一
冨
宝
一
七
ｐ
ｏ
ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
窪
Ｎ
に
み
ら
れ
る
。

　
　
　
数
学
式
の
証
明
は
次
の
諾
書
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
○
り
邑
艘
竃
｛
Ｕ
昌
Ｏ
竃
ニ
ヨ
Ｐ
一
層
．
８
０
１
８
べ
．

　
　
内
ｏ
■
｛
竺
ポ
旨
．
ｏ
∴
弓
才
ｏ
声
｛
＜
～
■
８
｛
弓
｝
ｏ
◎
ｑ
◎
｛
ｏ
ｏ
冨
＝
ｏ
ｏ
艘
ｏ
ｙ
く
◎
－
．
■
ご
Ｈ
ｏ
胃
一
〇
ｐ
崖
甲
崖
９
Ｈ
岬
甲
Ｈ
¢
ド

　
　
森
田
優
三
、
経
済
変
動
の
統
計
分
折
法
、
一
九
五
五
、
三
六
－
三
九
頁
。

　
　
中
川
友
長
、
統
計
学
、
　
一
九
五
四
、
一
三
五
－
一
三
八
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
直
交
多
項
式
に
よ
る
当
駿
め

Ｗ
個
の
値
篶
（
“
ｎ
Ｈ
ト
ー
：
一
≧
）
よ
り
成
る
時
系
列
の
傾
向
が
ｋ
次
の
多
項
式
で
記
述
し
得
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
ご
で
ご
れ
に

ｋ
次
の
直
交
多
項
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
『
１
１
李
息
一
（
ｃ
＋
ト
貫
ｅ
＋
ト
亭
、
一
）
十
…
…
十
ト
客
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
声
「
一
息
さ
）
（
“
１
１
◎
一
ガ
ド
…
一
沖
）
蓼
“
再
溺
叫
ぴ
“
洋
ｅ
厨
料
怜
一
凪
坤
づ
耐
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
亨
（
一
）
享
（
一
）
Ｈ
◎
　
　
（
“
ヰ
、
）
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

を
最
小
自
乗
法
で
当
嵌
め
る
も
の
と
す
る
。
す
る
と

　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
　
　
　
婁
｝
干
ｄ
”
Ｈ
貫
杣
千
芝
・
、
、
）
よ
昏
（
、
）
－
…
よ
蚤
（
い
）
一
旧
↓
　
一
丁
；
ド
…
・
芭

よ
り
、
正
規
方
程
式

　
　
　
　
】
受
ミ
ー
１
李
】
受
え
十
ト
】
谷
一
Ｓ
芦
一
・
）
十
…
…
十
李
】
息
一
Ｓ
享
一
一
）

　
　
　
　
】
｝
ｓ
ｋ
Ｈ
ト
ｏ
】
亭
（
一
善
る
）
十
ト
一
】
息
る
、
十
…
…
十
ト
“
】
息
る
呑
さ
）

　
　
直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
嫉
め
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
四
三
（
一
八
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
暑
）

　
　
　
】
息
ト
、
い
ミ
ー
ー
ト
ｏ
】
谷
ｏ
（
い
）
息
江
“
）
十
｛
Ｈ
】
享
（
い
）
息
江
、
）
十
・
：
…
十
ト
“
Ｍ
］
谷
汁
Ｓ
、

が
得
ら
丸
る
。
し
か
し
仙
享
、
、
、
｝
（
い
）
１
１
◎
（
“
ヰ
、
）
で
あ
る
か
ら
、
ご
の
正
規
方
程
式
は

　
　
　
】
喜
一
一
ミ
ー
１
》
】
受
え

　
　
　
Ｍ
］
谷
－
（
、
ミ
Ｈ
ト
Ｈ
Ｍ
］
怠
－
（
い
）
旧

　
　
　
Ｍ
］
息
江
い
ミ
Ｈ
ト
“
Ｍ
］
谷
ｘ
い
）
旧

と
な
り
、
か
く
て
直
交
多
項
式
の
係
数
は

　
　
　
千
舳
誌
↓
一
一
．
一
・
一
工
一

　
　
　
ト
Ｈ
仙
｝
（
、
閑

　
　
　
　
　
　
ヒ
芦
（
一
）

干
雌
龍

四
四
（
一
八
八
）

（
～
）

で
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
こ
れ
よ
り
明
ら
か
た
よ
う
に
、
直
交
多
項
式
の
係
数
の
計
算
は
簡
単
で
あ
る
上
に
、
零
次
の
係
数
＾
は
零
次
の
直
交
多
項
式
榊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

み
で
決
り
、
一
次
の
係
数
＾
は
一
次
の
直
交
多
項
式
伽
の
み
で
、
叉
二
次
の
係
数
ん
ぽ
二
次
の
直
交
多
項
式
紬
の
み
で
決
り
、
他
の



次
数
の
直
交
多
項
式
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
嵌
め
ら
れ
た
直
交
多
項
式
の
次
数
に
関
係
た
く
係
数
ん
の
値
は
同
一
で
あ

り
、
ご
の
た
め
、
例
え
ば
、
二
次
式
を
当
嵌
め
更
に
三
次
式
が
必
要
た
時
は
、
た
だ
Ａ
を
求
め
れ
ぱ
よ
く
、
叉
一
次
式
を
も
得
ん
と

す
れ
ば
ん
．
以
下
の
項
を
捨
て
れ
ば
よ
い
。
最
初
に
述
べ
た
直
交
多
項
式
の
長
所
は
、
ご
の
正
規
方
程
式
の
解
の
独
立
性
と
単
純
さ
と

に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
四
式
に
よ
っ
て
ん
（
“
１
１
一
～
・
…
、
）
の
値
を
求
め
る
に
は
、
各
〃
の
値
に
対
す
る
直
交
多
項
式
伽
の
値
を
知
ら
た
け
れ
ば
友
ら
な

い
。
今
〃
の
原
点
を
系
列
の
中
央
に
移
す
と
、
項
数
ｗ
が
奇
数
の
時
は
、
〃
は
－
…
・
ー
ド
ー
一
９
一
ド
・
…
：
の
値
を
と
り
、
ｗ
が
偶
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

の
時
は
、
７
は
…
…
Ｉ
Ｈ
．
９
－
９
９
９
９
Ｈ
．
９
…
…
の
値
を
と
る
。
こ
の
場
合
、
ｗ
が
或
る
値
の
時
に
、
〃
の
各
値
に
対
す
る
〃
の
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

は
計
算
さ
れ
て
統
計
数
値
表
に
揚
載
さ
れ
て
お
り
、
叉
汕
｝
一
、
ゾ
旧
の
値
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
伽
の
値
は
必
す
し
も
整
数
に

た
ら
た
い
の
で
、
表
記
の
便
宜
上
、
適
当
に
選
ん
だ
ん
を
乗
じ
て
得
ら
れ
た
整
数

　
　
　
　
亨
、
（
ぐ
Ｈ
卜
息
さ
）
　
　
　
　
（
“
１
１
一
ド
…
…
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｏ
◎
）

が
ん
と
共
に
数
値
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
】
亨
（
え
の
値
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
】
亨
、
（
一
）
旧
Ｈ
ぎ
Ｎ
ｕ
享
（
一
）
Ｎ
　
　
　
（
“
１
１
一
“
：
：
：
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杜
）

　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
６

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
ご
れ
に
よ
っ
て
Ａ
の
値
を
計
算
す
る
と

　
　
　
　
き
、
－
蝶
壷
↓
段
簑
－
咋
　
　
一
丁
；
・
・
－
↓
　
　
　
　
　
　
　
…

が
得
ら
れ
る
。
し
か
し
の
式
は

　
　
　
　
下
》
十
甘
・
言
・
せ
を
・
一
・
…
－
・
守
套
二
亭
一
・
一
↓

直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
散
め
（
関
）

四
五
（
一
八
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
一
九
〇
）

　
　
　
　
　
”
ト
８
＋
ト
一
、
享
、
（
一
）
十
ト
旧
、
亭
、
（
い
）
十
…
…
十
ト
“
、
享
、
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

と
書
替
え
ら
れ
、
傾
向
値
を
求
め
る
場
合
借
値
を
傾
向
式
に
代
入
し
春
れ
ぱ
奮
奮
か
ら
、
直
交
多
項
式
の
係
数
は
告
あ

ら
わ
す
の
が
便
利
で
あ
ー
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
伺
式
の
分
子
｝
亨
、
（
舳
ミ
の
計
算
は
第
一
表
の
よ
う
に
し
て
行
う
。
直
交
多
項
式
批
は
、
．
ｚ
が
偶
数
の
時
は
偶
函
数
却
ち
亨
（
一
）

１
１
享
（
－
い
）
、
．
ｚ
が
奇
数
の
時
は
奇
函
数
却
ち
亨
（
一
）
１
１
１
亨
（
－
一
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
す
ツ
の
系
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か
ら
下
へ
い
後
半
を
下
か
ら
上
へ
記
し
、
〃
の
絶
対
値
を
同
じ
く
す
る
ツ
を
同
じ
行
に
並
べ
、
そ
の
和
〆
及
び
差
ゾ
を
計
算
す
る
。
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す
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。
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し
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杁
の
値
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、
ｖ
◎
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る
値
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と
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。
そ
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こ
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の
和
を
計
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す
る
と
】
亨
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（
ミ
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得
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れ
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
第
一
表
は
、
昭
和
１
０
１
２
７
年
の
我
が
国
に
春
け
る
写
真
機
生
産
量
の
姿
料
に
、
こ
の
方
法
で
三
次
傾
向
線
を
当
巌
め
た
場
含
の
計

算
表
で
あ
る
。
我
が
国
の
写
真
機
生
産
量
は
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昭
和
１
５
年
ま
で
は
年
六
増
加
し
て
き
た
が
以
後
激
減
し
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昭
和
２
０
年
を
最
低
点
と
し

て
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昇
に
転
じ
、
昭
和
２
６
年
以
降
急
激
に
ー
増
加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
戦
争
の
影
響
に
よ
る
生
産
量
の
変
動
を
記
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す
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三
次
曲
線
を
当
巌
め
た
の
で
あ
る
。
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伽
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の
す
べ
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対
す
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れ
ら
の
積
の
合
計
が
・
に
な
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と
い
美
件
を
満
た
す
時
、
伽
虚
と
隻
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れ
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冶
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数
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直
交
系
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い
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直
交
函
数
と
い
う
。
　
　
　
　
．

　
◎
　
そ
れ
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後
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述
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の
値
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て
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さ
れ
た
。
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Ｎ
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帆
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す
る
値
を
と
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。
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立
命
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経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
暑
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四
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の
式
に
よ
り
直
交
多
項
式
の
当
嵌
め
を
行
う
に
は
、
直
交
多
項
式
〃
の
数
値
表
が
必
要
で
あ
る
。
ご
の
不
便
を
避
け
る
た
め
に
は
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考
Ｉ
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似
を
〃
の
多
項
式
の
形
で
あ
ら
わ
せ
ば
よ
い
。
今
〃
の
原
点
を
系
列
の
中
央
に
置
く
と
、
項
数
ｗ
が
奇
数
の
時
は
〃
は
１
　
～
　
一
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１
Ｈ
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Ｈ
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・
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１
一
９
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Ｗ
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の
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．
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９
９
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数
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辛
兆
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、
－
＊
。
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・
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。
…
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展
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葦
「
り
毫
、
１
５
ミ
、
１
§

と
た
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そ
し
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交
多
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は
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友
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７
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い
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け
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〃
に
関
す
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普
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ひ
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項
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冬
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が
得
ら
隻
・
但
し
、
こ
の
場
合
庄
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祭
偶
数
の
時
は
－
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・
１
・
蜆
－
．
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蜆
・
、
蜆
】
、
ケ
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の
値
を
“
る
こ
と
塁
意
す
べ
き
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雲
・
鳥
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：
…
ユ
ー
二
－
。
。
｝
－
－
の
値
を
と
言
に
関
す
る
式
に
直
す
に
は
、
巽
二
↓
を
代
入
す
れ
ば
よ
い
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巽
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よ
一
互
一
丁
；
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求
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る
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分
子
の
係
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峠
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値
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当
嵌
め
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都
度

計
算
す
る
煩
を
避
け
る
た
め
に
・
予
め
計
算
し
て
表
に
レ
て
言
と
便
利
で
あ
る
。
附
表
－
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こ
の
係
数
表
で
あ
る
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叉
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っ
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し
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で
あ
る
か
ら
、
こ
の
関
係
を
利
用
し
て
、
直
交
多
項
式
表
よ
り
求
め
た
】
亨
、
ｓ
旧
一
ぎ
の
値
を
用
い
る
方
が
便
利
で
あ
る
。
附
表
皿

は
】
享
、
（
・
）
閑
の
表
で
あ
り
、
附
表
皿
は
ん
の
表
で
あ
る
。
従
っ
て
、
】
メ
】
貫
】
“
ぎ
：
－
－
の
値
を
計
算
す
れ
ば
、
附
表
１
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

皿
を
用
い
て
、
側
＠
式
に
よ
り
ん
の
値
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
荷
』
ド
】
貫
】
“
ぎ
…
…
の
計
算
は
、
第
一
表
の
ん
を
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

に
・
か
え
て
行
え
ば
よ
い
。
ご
の
場
合
も
戸
に
は
．
ｚ
が
偶
数
の
戸
牽
乗
じ
、
ゾ
に
は
．
ｚ
が
奇
数
の
〆
を
乗
す
る
。

四
、
累
加
法
に
よ
る
当
駿
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
甲
ト
・
ヨ
争
ｇ
博
士
は
、
計
算
の
労
を
少
く
す
る
方
法
と
し
て
、
累
加
法
に
よ
る
ん
の
求
め
方
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
に
よ
る
計
算
は
比
較
的
煩
雑
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
、
家
本
秀
太
郎
博
士
の
展
開
に
よ
る
累
加
法
を
利
用
し
て
、
附
表
－
　
皿
を

用
い
て
計
算
す
る
方
が
簡
牢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
項
数
ｗ
が
奇
数
の
場
合

と
偶
数
の
場
含
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
Ｈ
　
項
数
が
奇
数
の
場
合
　
　
　
　
系
列
の
中
央
、
Ｈ
ｏ
の
項
を
境
と
し
て
、
〃
が
正
の
部
分
と
負
の
部
分
に
分
け
、
第
二
表
の

矢
印
の
方
向
に
逐
次
累
積
和
を
計
算
す
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
ユ
は
資
料
値
ツ
の
累
積
和
で
あ
り
、
ユ
は
軌
の
累
積
和
、
ぶ
．
は
＆
の

累
積
和
、
…
を
あ
ら
わ
す
。
そ
し
て
、
こ
の
添
数
の
横
の
数
字
は
累
積
値
の
位
置
を
示
し
、
ｓ
の
肩
の
十
一
は
、
〃
の
正
の
部
分

の
累
積
和
か
、
そ
れ
と
も
負
の
部
分
の
累
積
和
か
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
す
る
。
今

　
吻
一
１
１
婁
十
鼻

　
ｂ
一
１
１
吻
｝
１
吻
｝

　
少
Ｈ
黒
十
鼻
十
舅
十
錦

直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
散
め

（
関
）

（
５
）

‘五
　
（
一
九
五
）



、

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
吾
）

　
　
　
ｂ
．
９
Ｈ
吻
鮒
－
吻
削

　
　
　
吻
、
１
１
吻
針
十
吻
糾
十
旨
十
り
引

　
　
　
員
１
１
暴
－
鈴

と
す
る
と
、
Ｍ
］
ぎ

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
】
ｋ
ｌ
ｌ
９

　
　
　
】
号
１
１
貝

　
　
　
】
き
１
１
少

　
　
　
Ｍ
］
“
ぐ
Ｈ
ｏ
ｂ
。
藺
十
ｂ
Ｈ

　
　
　
】
“
ぜ
１
－
Ｈ
～
９
＋
¢

　
　
　
】
Ｎ
“
１
１
Ｈ
～
◎
ｂ
｝
十
〇
〇
〇
ｂ
“
十
ｂ
一

】
貫
】
“
ぎ
…
…
の
値
は
、
次
の
式
に（

崖
）

こ
れ
を
側
式
に
代
入
す
る
と
（
但
し
、
こ
れ
ら
の
式
の
利
用
の

便
宜
上
、
Ａ
以
外
の
分
母
は
直
交
多
項
式
の
自
乗
和
で
あ
ら
わ

し
た
、
）

五
二
（
一
九
六
）

）合場の数奇が数項（表算計和積累表二第

５〃

↓
一
５
３ｓ

４
ｓ

↓
一
個
一
、
珊

Ｓ

８

３〃

↓

一
３
２８

ｏ
’

８

↓

一
２
２
一
２
１

８

８

１〃

↓

一
ｎＳ

０８

↓

ツ

３

２

１

３

●
●
●
■
■
■
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一

鴫
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鴫
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↑
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琳
Ｏ
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鈷
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鈷

↑

１
　
　
２

３
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舳



ト
一
↓

　
　
　
　
ｂ
一

ト
ー
１
に
一
Ｓ
・

ヤ
糺
ｓ
含
－
。
吋
、
ど

ヤ
に
ｓ
÷
干
一
。
。
咋
、
上
一
主

ヤ
■
Ｓ
÷
二
。
。
オ
、
岬
－
言
・
。
。
ミ
、
辿
、
旧
、
り
一
王

ヤ
】
汁
一
§
「
？
蜆
一
咋
、
一
よ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
一
、
閉
。
ム
、
斐
恥
旧
十
ト
。
べ
－
閉
一
非
、
一
士
一
主

（
缶
）

と
な
る
。

ｅ
　
項
数
が
偶
数
の
場
合
　
　
　
〃
が
正
の
部
分
と
負
の
部
分
に
分
け
、
第
三
表
の
累
積
和
を
計
算
す
る
。
そ
し
て

　
　
　
　
９
１
１
臭
十
舅

　
　
　
　
長
１
－
黒
十
皇
－
呂
－
畠

　
　
直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
嵌
池
（
関
）
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立
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済
学
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五
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・
第
二
号
）
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１
１
黒
十
錦

　
　
　
ｂ
８
．
１
－
吻
糾
十
吻
糾
－
吻
削
－
吻
削

　
　
　
９
“
黒
十
身

　
　
　
ｂ
｝
１
１
塁
十
暴
－
鈴
－
暑

と
す
る
と
、
〃
が
・
一
…
ぷ
１
Ｈ
・
９

（
冨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
〇
一
９
９
９
Ｈ
一
９
…
：
・

の
値
を
と
る
場
含
の
】
ぎ
】
§
】
“
ぎ
：
…
・
の
値
は

】
、
１
１
吻
一

　
　
　
ｂ
一

】
営
１
１
↓

　
　
　
　
　
９

】
さ
１
１
８
斗
Ｈ

　
　
　
　
　
員

】
淳
１
１
。
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員
十
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】
淳
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１
心
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仁
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（
ミ
〉

五
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一
九
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）
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８
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２
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岩
　
　
倶

　
　
　
　
】
き
“
８
鼻
十
“
員
十
割

で
求
め
ら
れ
、
ご
れ
を
ゆ
式
に
代
入
す
る
と
（
但
し
、
＾
以
外
の
分
母
は
直
交
多
項
式
の
自
乗
和
で
あ
ら
わ
し
た
。
）

　
　
　
　
　
　
９

　
　
　
　
李
１
ー
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
貝

　
　
　
　
ト
ー
１
髪
一
Ｓ
一
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“

ヤ
】
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青
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一
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一
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・
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吻
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ト
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÷
員
－
一
。
。
ぷ
叩
、
と
、
蜆
一
＄

ヤ
］
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。
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喜
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。
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１
。
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≧
｝
、
。
。
｝
十
婁
鶉
一
４

』
１
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Ｑ
一
÷
冒
「
一
閉
（
バ
～
、
）
－
ド
音
睾
、
吊
、
郎
雫
虐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
倶
よ
、
Ｏ
｝
十
婁
竃
一
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直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
撤
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

（
関
）

（
Ｈ
ｏ
ｏ
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立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
号
）

五
六
（
二
〇
〇
）

機
表

真
算

写
計

る
め

げ
嵌

お
当

に
線

国
曲

が
次

我
三

の
る

年
す

２
７
対

一
こ

１
０
量

和
産

昭
生

表四第○

３〃２８１ｏ０８量
産
）

生
個

機
千

真
（写口禾昭

５
５
８
０
３
８
９
４

９
３
４
５
６
２
８
２

　
５
７
３
１
２
７
２

　
　
１
４
９
７
９
８

　
　
　
　
１
２
４

５
０
３
２
３
５
１
５

９
４
１
０
１
６
６
３

　
４
２
６
８
０
５
４

１
２
４
８
２
８

　
　
　
１
１
１
１
一

２
３
２
５
１
３
６
８

８
７
７
６
５
５
４
５

０
５
９
３
８
５
６
３

２
８
０
８
９
４
１

７
４
３
１

９
１
７
４
８
７
８
８

５
０
６
０
６
０
５
１
２
９
９
０
２
８
３
５

３
７
２
８
５
２
１

２
１
］

５
５
３
９
１
２
６
４
０

９
４
７
８
１
５
９
７
１

　
３
７
３
２
２
４
８
３

１
２
３
４
５
７

５
０
８
６
２
１
４
８
６

９
５
２
１
２
４
４
７
３

　
２
４
６
８
０
２
３
４

　
　
　
　
１
１
１
↓
１

５
５
８
８
６
９
３
４
８

９
５
７
８
０
１
０
３
５

　
］
１
］
２
２
２
１

年
０
］
２
３
４
５
６
７
８

１
］
１
］
１
１
１
１
１

２
８
４
３
６
１
９
０
８

８
５
９
０
９
９
０
９
刀
３
９
６
１
９
３
３
５

６
５
４
４
３
２
］

４
４
１
７
５
２
９
２
８

４
１
０
７
２
７
８
７
５

９
９
９
８
８
７
６
５
３

０
３
４
２
３
３
７
４
８

３
１
２
５
５
８
１
１
５

　
　
　
　
　
１
２
３

９
０
］
２
３
４
５
６
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１
２
２
２
２
２
２
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２
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０
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
２
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
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ー
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２
＝
２
５
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＝
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“
＆
０

６
８
８
２
２
　
　
　
７

３
　
・
１
７

篶
訂
２
１
捺
・
・

鐵
一
ス
ぶ

一
一
二
一
＆
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軌
似
島
仏
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↑
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０
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２
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２
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＋
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７
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６
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十
十

７
項
４
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３
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４
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２
る
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３
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．
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ｒ
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と
な
る
。

　
か
く
て
ん
の
値
は
、
ｗ
が
奇
数
の
時
は
鋤
働
式
に
よ
り
、
ｗ
が
偶
数
の
時
は
的
胸
式
に
よ
り
、
附
表
－
　
皿
を
用
い
て
容
易
に
計

算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
表
は
我
が
国
に
お
け
る
写
真
機
生
産
量
の
資
料
の
三
次
傾
向
線
を
、
累
加
法
で
当
嵌
め
た
場
含
の
計

算
表
で
あ
る
。

。
○
　
｝
オ
ざ
グ
甲
キ
一
◎
ｏ
冨
↑
討
↓
庁
昌
呂
ｏ
亭
◎
ま
｛
冥
肉
霧
＄
Ｈ
ｏ
げ
尋
◎
寿
宰
ｏ
・
一
－
艘
＆
．
”
Ｈ
覇
〇
一
〇
ｐ
Ｈ
胃
．
○
ｏ
．
遠
藤
健
児
、
鍋
谷
清
治
共
訳
、

　
　
研
究
者
の
為
の
統
計
的
方
法
、
昭
和
二
十
七
年
、
一
三
四
－
六
頁
、
荷
の
昌
岸
才
彗
｛
Ｕ
昌
ｏ
彗
二
雲
｝
看
・
８
ｏ
。
．
胃
Ｎ
参
照
。

　
◎
　
家
本
秀
太
郎
、
累
加
法
に
依
る
新
し
い
有
理
整
函
数
の
当
散
法
と
そ
の
公
式
の
表
式
化
、
国
民
経
済
雑
誌
、
第
六
四
巻
、
第
一
号
参
照
。

■

　
　
　
　
　
　
　
五
、
傾
向
値
の
計
算

　
最
後
に
、
当
嵌
め
ら
れ
た
直
交
多
項
式
よ
ゲ
、
各
時
点
の
傾
向
値
を
求
め
る
方
法
を
説
明
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
一

　
先
す
、
直
交
多
項
式
〃
の
数
値
表
を
用
い
る
時
は
、
各
〃
に
対
す
る
１
ｘ
の
値
を
側
式
に
代
入
す
れ
ぱ
寸
い
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

算
は
、
第
五
表
の
よ
う
に
、
先
す
、
～
◎
に
対
す
る
。
〃
の
値
を
用
い
て
主
、
亨
、
（
一
）
（
“
１
ー
ピ
ド
…
…
）
を
計
算
し
、
、
Ｍ
ｏ
の
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

値
を
求
め
る
時
は
、
Ａ
に
逐
次
ト
。
、
享
、
（
・
）
を
加
え
、
、
〈
ｏ
の
傾
向
値
を
求
め
る
時
は
、
Ａ
に
ケ
が
偶
数
の
と
、
料
、
き
を
加
え
、

ク
が
奇
数
の
ト
。
、
息
、
さ
）
を
引
け
ば
よ
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
次
、
二
次
、
三
次
、
…
…
の
傾
向
値
が
順
次
得
ら
れ
る
。
第
五
表
は
、

写
真
機
生
産
量
の
三
次
傾
向
値
を
こ
の
方
法
で
求
め
た
場
含
の
計
算
表
で
あ
る
。

　
次
に
、
〃
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
直
交
多
項
式
¢
の
に
よ
る
時
は
、
ク
次
式
は
第
．
ｚ
階
差
が
一
定
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
階
差
法
で
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
階
差
値
の
計
算
の
容
易
な
時
点
で
、
＠
ｏ
式
及
び
そ
の
第
一
、
第
二
、
筆
二
、
－
…
階
差
を
求
め
る
と
次
の
如
く

　
　
直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
撤
め
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
（
二
〇
一
）

－



｝

立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
　
　
　
　
　
　
遮
目
洲
　
謂
酋
昌
こ
ミ
肯
◎
灘
浅
囲
【
前
ｑ
ぴ
煎
柵
溝
時
蹄
陣
ｅ
…
涛
壺
昼
商
ｅ
睾
摘
耕

（
二
〇
二
）

“

息
一
る
）

ミ
も
一
る
）

息
一
る
）

ミ
も
一
る
）

…
浮
壺
昼
商

』
、

ト
一
。
。
き
（
一
）

調
替

李
－
一
ご
十
§
李
十
（
ご
十
§

謂
曽

（
ご

一
Ｎ
一

面
一

上
ｏ
〇
一
　
　
　
十
一
◎
ｏ
）

ｏ
◎
．
閉

Ｈ
べ

Ｉ
　
　
ｇ
ｏ
．
、
Ｎ

ｏ
◎
◎

的
◎
．
蜆
べ

ｏ
◎
◎

Ｈ
ｃ
ｏ
』
．
ｏ
◎

－
ｏ
舟

い
６
．
り

○
ｏ
蜆
Ｎ
．
べ

ミ
肯

べ
．
閉

］
蜆

－
　
　
ｃ
ｏ
．
Ｎ
０

ト
ト

蜆
べ
．
ｏ
ｏ

Ｎ
◎

○
◎
り
．
蜆
り

Ｈ
Ｈ

Ｈ
蜆
ｃ
ｏ
ｂ

Ｎ
Ｎ
０
．
岬

Ｎ
０

ｏ
．
蜆

Ｈ
ｃ
ｏ

Ｉ
　
　
Ｎ
．
◎
◎
岬

Ｎ
ｃ
ｏ

○
ｏ
◎
．
○
◎
ｏ

１
　
　
－
○
ｏ

Ｉ
　
Ｎ
蜆
．
べ
○
ｏ

Ｈ
Ｎ

Ｈ
雪
．
Ｈ

Ｈ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
．
ｏ

Ｎ
蜆

蜆
．
蜆

Ｈ
Ｈ

Ｉ
　
　
Ｎ
．
ト
Ｈ

蜆

ｏ
．
蜆
ｏ

－
　
○
ｏ
ｇ
ｏ

１
　
ｏ
蜆
．
○
０
Ｎ

］
○
ｏ

Ｎ
０
０
．
蜆

べ
－
．
Ｈ

Ｎ
仁

ト
．
蜆

り

１
　
　
Ｈ
．
り
べ

－
　
Ｈ
ｏ

Ｉ
　
Ｈ
ｃ
ｏ
．
Ｈ
べ

Ｉ
　
　
Ａ
Ｎ

Ｉ
ｏ
◎
ｃ
ｏ
．
崖

Ｈ
Ａ

Ｎ
０
』
．
Ｎ

ｃ
ｏ
Ｏ
ｏ
．
ｏ

Ｎ
ｃ
ｏ

ｃ
ｏ
．
蜆

べ

１
　
　
］
．
閉
○
ｏ

１
　
Ｎ
Ｎ

Ｉ
　
Ｎ
０
◎
．
ｏ
ｏ
◎

１
　
　
杜
Ｎ

Ｉ
　
ｏ
◎
○
ｏ
．
崖

Ｈ
蜆

Ｈ
ｏ
◎
べ
．
ｏ

Ｈ
◎
◎
．
ｏ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
．
岬

蜆

－
　
　
Ｈ
．
Ｈ
ｏ

１
　
　
０
０
Ｈ

１
　
心
ｏ
．
ｏ
◎
ｃ
ｏ

Ｉ
　
ｃ
ｏ
蜆

－
　
ｏ
ｏ
．
Ｎ
ｏ
◎

Ｈ
０

］
ｏ
Ｈ
．
◎
◎

Ｎ
Ｈ
．
ｏ

Ｎ
Ｈ

Ｈ
．
蜆

○
ｏ

Ｉ
　
　
ｏ
．
ｏ
ｏ

１
　
　
０
０
べ

ー
　
ト
的
．
べ
心

Ｉ
　
Ｎ
Ｏ
ｏ

１
　
心
蜆
．
岬
ｃ
ｏ

Ｈ
べ

Ｈ
８
、

○
ｏ
べ
．
○
ｏ

Ｎ
◎

ｏ
．
蜆

Ｈ

１
　
　
◎
．
Ｎ
Ｎ

ー
　
ト
ｏ

１
　
蜆
Ｎ
一
〇
〇

Ｉ
　
　
ｏ
◎

Ｉ
　
Ｈ
蜆
．
◎
◎
ト

Ｈ
◎
◎

り
蜆
．
ｏ

ｏ
ｃ
ｏ
．
蜆

Ｈ
り

　
向
ピ
　
ト
ｏ
ｌ
Ｉ
お
ド
Ｓ
一
』
－
一
１
－
Ｉ
ｏ
．
胃
９
ト
心
、
Ｈ
Ｈ
．
ｃ
ｏ
弓
“
ト
ｅ
。
一
Ｈ
Ｈ
．
り
お
畠

で
あ
る
。
但
し
、
〃
が
と
る
値
が
異
る
た
め
に
１
、
項
数
が
奇
数
の
場
合
と
偶
数
の
場
合
と
を
区
別
し
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
項
数
が

奇
数
の
時
は
、
、
１
１
◎
に
お
い
て

メ
土
・
』
町
、
苧
。
。
ミ
旧
，
舵
雫
旧
，
。
一
幸
－
…

、
５
、
ト
一
・
ト
「
、
。
・
一
。
。
咋
、
－
干
支
。
。
非
、
。
。
↓
・
土
、
岬
宅
、
～
輩
、
十
壮
。
べ
－
閉
一
非
、
一
・
干
－
－

、
旧
干
・
。
ト
ま
ヤ
星
一
。
。
≧
町
、
。
。
↓
よ
土
蜆
一
よ
叩
、
「
千
－
－

’

む独二
冊

＾悠む



で
あ
り
、

・
。
。
メ
ー
鼻
ま
と
よ
土
蜆
素
叩
、
一
－
車
・
－
…

」
ム
Ｈ
ｏ
ｌ
Ｉ
～
ト
』
－
十
～
仁
◎
ト
｝
十
：
…
・

」
蜆
メ
ー
Ｉ
Ｈ
心
９
０
ト
｝
十
…
…

項
数
が
偶
数
の
時
は
、
、
Ｈ
！
竃
に
お
い
て

二
－
干
↑
之
“
、
－
§
一
ふ
”
一
。
。
ホ
、
、
－
豪
一
・
主
。
。
ミ
旧
、
峯
饒
、
樽

　
　
　
　
　
　
－
。
。
≧
町
、
。
。
｝
・
；
王
↓
、
一
、
蜆
掌
山
、
窪
恥
旧
、
志
－
よ
、
｝
・
豪
主
・
－
－
・
・

幸
・
一
よ
「
主
。
。
出
、
、
－
豪
一
・
主
、
蜆
峯
．
｝
輩
旧
十
ト
。
、
－
伽
ぷ
叩
、
“
・
姜
五
・
－
…

・
旧
、
－
１
是
ま
奈
－
星
一
メ
～
－
。
。
－
主
ム
主
閉
ぷ
叩
、
一
－
主
・
…
－

・
－
匂
二
－
鼻
・
§
工
主
偉
叩
Ｆ
婁
｝
・
－
…

と
た
る
。
こ
れ
ら
の
式
に
よ
っ
て
傾
向
値
を
求
め
る
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒
圭
－
・
畠
、
廿
、
．
斧
、

　
」
ム
、
１
．
§
Ｈ
～
』
ト
、
十
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ト
｝
十
…
…

　
」
｝
、
１
婁
Ｈ
Ｈ
～
◎
ト
｝
十
…
…

直
交
多
項
式
忙
よ
る
傾
向
線
の
当
嵌
め
（
関
）

（
お
）

（
・
。
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

二
次
傾
向
値
の
場
合
は
Ａ
の
項
ま
で
、
三
次
傾
同
値
の
場
合
は
Ａ
の
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
二
〇
三
）

　
一
・
．
・
、
・
終
・
－
、
、
．
・
－
－
．
薫
　
－

〃■



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
二
〇
四
）

ま
で
、
等
、
必
要
な
次
数
の
係
数
を
含
む
項
ま
で
と
っ
て
、
階
差
値
を
計
算
す
れ
ば
よ
い
。
ご
の
方
法
に
よ
っ
て
写
真
機
生
産
量
の

三
次
傾
向
値
を
計
算
す
る
と
第
六
表
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
叉
は
¢
◎
式
に
よ
る
時
は
、
一
次
、
二
次
、
三
次
、
…
…
の
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

値
を
順
次
得
る
こ
と
は
で
き
す
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
た
め
て
計
算
し
た
け
れ
ぱ
た
ら
た
い
。

機
真
．写るけ

表
お
算

に
計

国
の

が
値

我
向

の
傾

年
次

２
７
三一

の

１
０
量

和
産

昭
生

表六第

和昭７ｒ■７〃ｙ
３

」〃

年
１
０
ｕ
１
２

１
３

１
４

１
５

蛇

〃
１
８

１
９

２
０

刀
２
２

２
３

２
４

２
５

２
６

２
７

１
１
９０９

７８

３
・

５１

９つ１９１

３５

６
・

０２

５１

４
．

０２

１９

７
・

８１

６７１６１

７６

９
．

２１

９５

５
・

９

８４

３
・

６

０
１
３７３

ーつ１２

７５

８
・

１

４９
３
・３

８
１
０１７

４
１
９３３１

９４

６
一

２２

８６

２
・

５３

４６９

２
・

６

４２２

７
一

３

３４４

５
・

１

９７３

２
．

－

３４２

６
一

ユ
一

８４１

６
・

２
－

４９０

２
・

３
－

１８つ
３
４

－

９０１

２
・

３
－

８７１

６
一

２
－

８８２
６
・１

－

９３４

２
・

□

９６３

５
一

１

６３１

７
・

３

２６８２６

６４５２９

９８］

６
一

２１

２０４７

５
．

２
－

３１８
１
７２

１
‘

４２２８

７
．

１
－

５３６
１
８

肥一

６４０９

９
．

一

７５４９

５
．

－

８６８
”一

１２７９

１
．

０１３９５

９９８６９

８８４８
３
・１

７７０８

７
．

１

６６６
．
７１２

５５２７

５
．

２

４４８６

９
・

２

３３４６

３
・

３

９８８５９

３
。

５

８
・

｝
１
５７

一

５

６
・

－

５丘－

５

４
，

一

５

３
・

－
１
５２

一
１
５１

－

５

０
・

－

肪
帖

肪

肪

姑
肪
肪
冊
肪

　
　
７

　
　
８

　
　
５

　
　
５
．

）
　
　
９

２
５
　
＝

０
・
　
り

一
　
２

７
　
０
・

１
６
　
一

９
　
　
５

６
・
　
２

・
２
　
８
・

５
（
　
“

５
７
１
５

９
７
９
８

　
・
５
２

１
　
６

一
　
〇
・

６
　
　
＋

３
７

４
２

０
・

十
２
２

〃
１
３＝肺

　
－

ｙ

０９０１

２
一

３
－＝

５
）１

２
０

一
２
５

姐

２
（

９
８

６
５

０
一

－
６７３４

０
・

一＝帖
一ｒ」

６

０
ｕ

０３
１
９５＝２８９５６

０
・

Ｘ３＋
７
５

７
５９１×２＝帖

－ｒ〃

０９８８５９

３
・

＝
１
５

９
８

６
５

０
．

×６＝”
一ｙ〃

，
＾

”
…

ふ
凶

，
一
、
一

、
一

一

、
Ｋ

、
・
．
～



◎

直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
値
は
、
一
次
の
傾
向
値
に
二
次
の
項
の
値
、
三
次
の
項
の
値
、
…
…
が
加
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
ら

の
傾
向
値
を
別
別
に
階
差
法
で
求
め
る
と
、
一
次
、
二
次
、
三
次
、
…
…
の
傾
向
値
を
順
次
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
必
要
な
式
は
、

○
助
叉
は
¢
ｏ
式
の
各
項
か
ら
得
ら
れ
る
。

宍
、
む

す
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
以
上
四
項
に
わ
た
っ
て
、
直
交
多
項
式
の
当
嵌
め
方
法
を
説
明
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
直
交
多
項
式
倣
に
よ
る
方
法
は
、
特
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

の
数
値
表
を
必
要
と
す
る
た
め
一
般
性
が
な
く
、
叉
項
数
が
多
い
時
は
倣
の
値
が
大
き
く
た
り
、
乗
法
計
算
が
面
倒
で
あ
る
。
叉
乏

の
値
に
よ
る
時
も
後
者
の
こ
と
が
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
累
加
法
は
乗
法
計
算
を
加
法
計
算
で
可
能
に
し
、
我
が
国
で
は
算
盤

の
普
及
に
よ
り
加
法
計
算
が
容
易
で
あ
る
か
ら
、
直
交
多
項
式
の
当
嵌
め
は
累
加
法
に
よ
る
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。

後
記

附
表
１
は
二
度
検
算
を
行
っ
た
が
、
街
誤
り
を
侵
し
て
い
る
か
も
知
れ
す
、

を
お
気
付
き
の
方
は
御
指
摘
下
さ
れ
ば
仕
合
せ
で
あ
る
。

叉
誤
記
、
誤
植
の
恐
れ
も
あ
る
た
め
、

誤
り

直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
散
め
（
関
）

六
一
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五
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